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研究成果の概要（和文）：Beglar, Hunt, & Kite (2012) は日本の大学の英語授業に多読を導入し、読む量が多
いクラスほど読む速度が増加したことを示し、「読めば読むほど読みの速度が上がる」と結論づけた。しかしな
がら、開始時の読む速度が高いクラスほど読む量が多く、読む速度の増加も大きかったため、｢速く読める人ほ
ど多く読め、その結果、読みの速度もさらに増加する｣とも解釈できる。本研究は、学習者を習熟度グループに
分け、各グループの多読期間中の読む量と読む速度の伸びを比較することにより、多読開始時の習熟度が、多読
期間中の読む量と、それによりもたらされる読む速度の伸びにどのように関係しているかを調査した。

研究成果の概要（英文）：Beglar, Hunt, & Kite (2012) implemented extensive reading to English classes
 at a Japanese university and showed that the more the students read, the faster their reading rates
 become. However, their data also indicate that the more proficient the students are, the more they 
read and hence the faster their reading rates become. We conducted a study to examine which 
interpretation is correct, taking into consideration the learners’ proficiency levels at the onset 
of the study. The analysis of the data is in progress and the results to be reported soon.
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１．研究開始当初の背景 
(1) ⾔語習得におけるインプットの重要性は
疑問の余地がない。ところが、⽇本のような
外国語圏で英語を習得しようとすると、イン
プットの不⾜が⼤きな問題となる。そこで、
外国語圏にいながら楽しんで⼤量の英語に触
れることができる多読 (extensive reading) 

が注⽬されている。 

 
(2) 筆者はこれまでの研究で、⼤学の英語授
業における多読が全般的英語習熟度の伸⻑を
もたらすこと、さらに、読む速度の増加をも
たらすことを⽰してきた (まとめは稲垣・稲
垣 2017を参照)。 

 

(3) Beglar, Hunt, & Kite (2012) (BHK) は、
⽇本の⼤学における英語学習者を対象に多
読授業を実施し、得られた結果から「読めば
読むほど読みの速度が上がる」と結論づけた。
しかしながら、彼らの結果は、「もともと速
く読める⼈ほど多く読め、その結果、多く読
んだ⼈の読みの速度もさらに増加する」とい
う解釈も可能である（稲垣・稲垣 2013）。 

 
２．研究の目的 
BHK が主張するように「読めば読むほど読
みの速度が上がる」のか、それとも｢もとも
と速く読める⼈ほど多く読め、その結果、多
く読んだ⼈の読みの速度もさらに増加する｣
のかを検証した。 

 
３．研究の方法 
(1) ⼤阪府⽴⼤学と同志社⼤学において英語
を履修する１、２年⽣４クラス（合計 120⼈）
を対象に⾏った。学⽣は、グレイディッド・
リーダーズ（学習者⽤に使⽤語彙や⽂型の難
易度によってレベル別けされた、スリラー、

恋愛⼩説、推理⼩説などの読み物）を⽤いた
１学期間の英語多読を⾏なった。学⽣は、教
室外で最低限１週間に１冊のペース（１学期
間で平均 12冊、6万語程度）で読み進めた。
１冊読むごとにブックレポートを提出し、読
書記録シートにタイトル、総語数などを記⼊
していった（各リーダーの総語数はプリント
で配布）。最終授業で読書シートを提出させ、
各⾃が読んだ量（平均語数）のデータとした。 
 

(2) プリテストとポストテストを実施し、読
みの速度の推移を測定した。テストには
BHK で⽤いられた 400 語からなる読み物を
使⽤した (Mikulecky & Jefferies, 1998)。読
み物はプリントの⽚⾯に印刷され、その裏に
内容に関する８つの質問が４つの選択肢と
ともに提⽰された。学⽣は読み物を読み終え
ると、ホワイトボード上に提⽰される読み時
間を記録し、すぐに裏の質問に答えた。（内
容に関する質問は、被験者が理解しながら読
んでいることをチェックするためのもので
ある。） 

 

(3) プリテストのスコアに基づき、参加者を
上位群，中位群、下位群に均等に分けた。 

 

(4) ⼆種類の分散分析を⾏なった。１つ⽬は、
多読開始時の習熟度（上位、中位、下位）を
独⽴変数とし、多読期間中に読んだ量（平均
語数）を従属変数とする１要因の分散分析で
ある。これにより、習熟度が⾼いほど多く読
む量が多いかどうかが検証できる。２つ⽬は、
習熟度（上位，中位、下位）を独⽴変数とし、
プリテストからポストテストにかけての読
みの速度テストのスコア（１分間に読まれた
語数）の伸びを従属変数とする、１要因の分



散分析である。これにより、習熟度が⾼いほ
ど多読がもたらす読みの速度の伸びが⼤き
いかどうかが検証できる。 

 

(5) このように、習熟度グループに分け、各
グループの多読期間中の読む量と読む速度
の伸びを⽐較することにより、多読開始時の
習熟度が、多読期間中の読む量と、それによ
りもたらされる読む速度の伸びにどのよう
に関係しているかを検証した。 

 
４．研究成果 
収集したデータは現在分析中であり、結果は
近⽇中に公開予定である。本研究成果は、
BHK の解釈の観点からも、教育への⽰唆と
いう観点からも重要な⽰唆をもたらすと考
えられる。 
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